
▲JPBA☆SSSカップでは、プロ1年目にして早くも“女王”姫路麗との優勝決定
戦が実現。うれしさと同時に、負けて悔しさが募った一戦だったという（23年11
月19日、東京ポートボウル）

▲小柄ながらパワフルなボウリングが
身上。ダイナミックなフォームから投じ
られる高速回転のボールは男子プロ並
みだ（1月25日、アルゴボウル）

▲インタビューは1月17日、io.LEAGUE
のゲーム終了後に行った。この日の石
田は途中出場でストライクを連発し、
ゼクス大阪神戸の逆転勝利（対チーム
湘南戦）に貢献（池袋ロサボウル）

▲ロケ撮は1月25日、神戸市内の某所にて。公式戦のアプローチ上で見せる厳しい表情とは違う、まだあどけ
ない少女の素顔が覗く（カメラ：越智竜也）

石田  万音 I S H I D A  M ANON

デビューイヤーの昨年は15戦して優勝2回、準優勝2回、
予選落ちはわずかに1回という好成績で、ポイント・アベ
レージ・獲得賞金のランキング3部門でいずれも3位に食い
込んだ弱冠18歳の石田万音プロ。今年3月の高校卒業を前
に新たな所属先も決まり、2年目のシーズンにさらなる飛
躍を誓っている――。

――プロ1年目から素晴らしい
活躍でした。
　「毎試合、順位にこだわって
投げていました。中学生のころ
からずっと戦ってきた中島（瑞
葵）プロが高校時代に急成長し
て、1年目に新人戦と六甲ク
イーンズを連勝したのを見てい
たので、私もという気持ちでし
た。まずはタイトルを取れてう
れしかったですし、とくに新人
戦はずっと1年目のプロが優勝
していたので、必ず一発で取り
たいと思っていました」
――ちなみに、高校在学中にプ
ロ入りを決めた理由は？　卒業
してからという選択肢もあった
と思うのですが。
　「タイミング的なものが大き
いですね。去年はナショナル
チームの選考会とプロテストが
ほぼ同時期にあると分かって、
周りの人にも『プロになるなら
早いほうがいい』と言われてい
たので。そのあたりは師匠の中
谷（優子）プロ、平岡（勇人）プロ
と相談しながらでしたが、最終
的には自分で決めました」
――JBCの会員規程が改定さ
れて、プロ活動との両立も可能
になりましたが。
　「当初は両立も考えていまし
たが、大会の日程が重なったと
きに悩むだろうし、周りにも迷
惑をかけると思って、プロ一本
でいくことにしました」
――昨シーズン、いちばんうれ
しかった試合は？
　「自分が“イケる！”と思って、
最高のパフォーマンスで優勝
できた山梨レディースもうれし
かったけど、それ以上に、幼少
のころから後ろでボウリングを
見させてもらって、私のことを
知ってくださっている（姫路）麗

　「そして、プロとしての戦い
方をたくさん見ていただく。試
合で活躍してテレビに映れば映
るほど、いつも応援してくれる
ファンの方やスポンサーさんも
喜んでくださると思うので」
――「石田万音のボウリング」の
アピールポイントは？
　「バックスイングが高いダイ
ナミックなフォーム、どちらか
といえば海外の選手に近いよう
な感じですね。男子並みに曲が

んでいます。あとはレーン変化
への対処が遅いので、それを
もっと早くしたいです」
――大会中はだれと行動してい
ますか？
　「最初のころは中谷プロと平
岡プロでしたが、最近は近藤菜
帆プロ、原野萌花プロと3人で
行動するときもあります。普段
は菜帆ちゃんと一緒のことが多
いですね。彼女のほうが2歳年
上だけど、ナショナルでも一緒
だったし、お互いに素の状態で
ボウリングの話もプライベート
の話もできる相手なので」

――2024年になりました。1
月1日付で株式会社アルゴセブ
ンの所属になったそうですね。
　「生まれたときから私のこと
を知っていて、ずっとお世話に
なっているアルゴボウルの竹内
（義明）支配人が声をかけてくだ
さいました。ちょくちょく練習
もさせてもらっていたし、以前
から応援してくださっているセ
ンターのお客さんも多いので、
みなさんのためにもボウリング
を頑張りたいと思っています」
――業務内容は？
　「プロとしてリーグやチャレ
ンジで投げることが主で、セン
ターでの勤務はありません」
――io.LEAGUE「ゼクス大阪
神戸」のメンバーにも選ばれま
した。
　「チーム戦は好きです。関西
にも40人近くいる女子プロの
なかで、必要とされてメンバー
に選んでもらえたのはうれしい
し、選ばれたからには頑張りた
いと思っています」
――最後に、公式戦での今年の
目標を聞かせてください。
　「関西の大会で1勝、2勝はし
たいですね（笑）。タイトル数に
こだわりはないけれど、プロと
して常に最高のパフォーマンス

を見せたいです。自分の試合を
観て、年齢の近いジュニアのボ
ウラーが『プロになりたい』と
思ってくれたらうれしい。ジュ
ニアのボウラーに夢と希望を与
えられるプロになるというのが
一番の目標です」

取材協力：アルゴボウル
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●2月12日
大阪・アルゴボウル

●2月23日
三重・久居ボウリングセンター

●3月3日
山形・山形ファミリーボウル

石田プロと一緒に投げよう！
近日開催のチャレンジマッチ

プロとJPBA☆SSSカップの
優勝決定戦で対戦できたこと
は、本当にうれしかったです」
――逆にいちばん悔しかった試
合は？
　「それもSSSカップです。同
じ準優勝でも、ちゃおちゃおボ
ウリング大会のときは優勝した
中島プロに最初から気持ちで負
けていたと思うし、そこから出
直して、SSSカップは勝てる
チャンスもあったので」

ナショナルチームとの両立は断念

「プロとして常に最高のパフォーマンスを見せたい」

――プロになって何か変わった
ことはありますか？
　「アマチュアのときはランキ
ングや賞金がないし、試合の成
績だけが強さの証明になるの
で、ただただ結果だけを追い求
めていました。周囲の目も気に
することなく行動していたけれ
ど、プロはいつどこで何を見ら
れているか分からない（苦笑）。
なので、常にプロフェッショナ
ルという気持ちで行動しなけれ
ばいけないと思うようになりま
した」
――「常に見られている」という
意識は大事ですね。

るボールを投げられるのも特
長だと思います。逆に課題はコ
ントロール。緊張するとどうな
るかを分かった上で試合に挑

「プロは常に見られている」

ジュニアのボウラーに夢と希望を
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